
広 』

年12／10〃α364
〒948－01新潟県中魚沼郡川西町大字水ロ沢12番地（；長髪　ll器：ll：§lll）

　　　　　　発行　町長南雲春雄　編集総務課文書広報係　印刷白南風社

（毎月10日発行）

　人口の動き
一鱗2期β現叢一

男4，580《o）
女嬬657（一8）
計9，237（一8）
世帯数2，275（一3〉

　（）は前肩比較

今日の先生は、おじいちゃん
11月26日　千手小学校

　5年生のP　T　A活動として、ぞうりとわらじを

作りました。

　材料のワラは農協から集めてもらい、ワラ細工

の先生は、おじいちゃんたちです。

　珍しい黛のめし“を使ったり．足の親指を使っ

たりする作業に、児童たちは真剣でした。完成し

たぞうりには、真っ赤な鼻緒がつくのかな？ 休日救急医は12ページです。
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㎝
家

57．5

県
で
は
、
今
年
七
月
に
県
政
世
論
調
査
を
し
ま
し
た
。
県
内
全
域
か
ら

二
十
歳
以
上
の
男
女
一
、
五
〇
〇
人
を
無
作
為
に
選
ん
で
実
施
。
「
克
雪

対
策
」
　
「
生
涯
学
習
」
　
「
国
際
交
流
」
の
三
項
目
に
対
し
て
一
、
二
七
人

（
回
収
率
七
四
・
五
％
）
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら

「
克
雪
対
策
」
の
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

iliii蓑嚢

51．3

45．7

　　　雪のために不便や苦情を感じていること
46．6

2．0

　　　1．7

装灘iミ i嚢iiiiiiiiiii

　　　　　　　　（選ぶ項目3つまで）

　　　　　　　　　　　（単位：％）

25．4

16．5

9．5

新
聞
・
郵
便
物
の
遅
配

テ
レ
ビ
の
難
視
聴

ゴ
ミ
・
し
尿
の
処
理

（単位：％）

交
通
機
関
の
不
通
・
遅
延

駐
車
場
の
確
保

車
道
の
通
行

歩
道
の
通
行

屋
根
の
雪
お
ろ
し

住
ま
い
周
辺
の
除
排
雪

区男1　　順位 1 2 3

下越569人
住まい周辺の除排雪

　　　57．3
車　道　の　通　行

　　　51．0
歩　道　の　通行
　　　50．6

中越342人 屋根の雪おろし　　　71．3
住まい周辺の除排雪

　　　57．0
歩　道　の　通　行

　　　48．0

上越206人 屋根の雪おろし　　　63．6
住まい周辺の除排雪

　　　58．7
車　道　の　通　行
　　　44．7

〈地区別＞

雪処理にかかる経費

／　無
　　　回
少ない答
費はか2・1　1万円未満
なし、

　　　　　　16．711．9

　　　　　　　　　1万円以上
　1，117人　 3万円未満

　雪が

ので経

　から

　100％　　　16・0

　　　3万円以上
10　 5万円未満
万9．4

鯛籍ン／

道
路
の
排
雪
作
業

　59　経費負担は

●　必要ない

1
17　　　29．4
上
野
で

）

襲

撒
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－
↓
∩
乙
つ
」
4
5
6

屋根雪処理の方法（1っだけ選ぶ）

自分自身や家族がしている　　　　　71．8％

雪おろし業者に委託している　　　　　5．8

親戚、近隣、友人等に頼んで行っている　1．7

そ　の　他　　　　　　　　　　　　1．3

克雪住宅なので必要ない　　　　　　　2．6

雪が少ないので必要ない　　　　　　15．5

無　回　答　　　　　　　　　　　　1．3

　　　　　　　無回答1．3

克雪住宅なので必
要ない　2．6

その他
1．3

雪が少ないの

で必要ない

15．5

5．8

雪おろし業
者に委託

聡
慧
、

撒
垂
灘

　
聾

　
　
灘

〆
　
　
　
　
　
　
　
欄

（単位：彪）

自分自身

や家族が

している

　71．8

下越
569人

中　越

342人

上　越

206人

親戚、近隣
友人等に頼
んで行って
いる　1．7

克雪型住宅への・改善意向（1つだけ選ぶ）

1
0
乙
Q
J
4
【
0

克雪型住宅に改築したい

屋根だけ改造したい

改築までは考えていない

雪が少ないので必要ない

15．9％

12．4

48．2

17．0

現在既に、克雪型住宅に住んでいる　4．2

無　回　答　　　　　　　　　　2．3

－
↓
∩
∠
つ
」
4
p
D
6

雪を処理する場合の主力（1っだけ選ぶ）

人力で行っている　　　　　　　　　　73．1彩

流雪溝を利用している　　　　　　　　　3．8

小型除雪機械を利用している　　　　　　5．0

業者に頼んで、ブルドーザーで行っている

その他
雪が少ないので雪処理は必要ない

無回答

－
⊥
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∪
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4
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5
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人力で行っi流雪溝を利i小型除雪機i業者に頼んiその他i雪が少いi無回答
ている　　：用している：械を利用し：でブルドー1　　。ので雪処：

　　　　i　　iている　げ一等で行i　i理は必要i
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　　　　　、
隔

h

　　　　　　　　　　　　　　　2．4　　　　　　　　　　15

あなたは、雪対策で県や市町村に特にカを
入れてほしいことは何ですか。（3つまで）

ヂ
、

1
…ii65．oiii …ii…i19．4iii… 5．8 4．9

z
り　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1【

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

車道除雪　　　　　　　　　　　　　　　　65．7彩
歩道除雪　　　　　　　　　　　　　　　　62．7
克雪型住宅の開発普及　　　　　　　　　　　154
流雪溝の整備　　　　　　　　　　　　　　35．6
共同利用できる小型除雪機械の配置　　　　19．4
共同無雪駐車場の設置　　　　　　　　　　15．0
地域の実状にあった天気情報　　　　　　　　7．5

スキー場の開発や雪国の景観をいかした産業振興8．5

雪に関する調査研究の推進　　　　　　　　10．3

そ　の　他　　　　　　　　　　　　　　25
無　回答　　　　　　　　　　　　　　1．6

5

1．0

74．3

下越
569人

中　越

342人

上　越
　206人

〈地区別＞　　　　　　　（単位：％）
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iii19，4嚢 16．0
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2．3

66．9 ～】旭職別2 （単位二彩）

鷺
辱纂蓼

薩麹豪雪地域 486

課 □非豪雪地域 631
（単位二％）

鶯

lli92

iiiiii268

　　　融i糾醸
13．0

講1 　　1丘41

歩
道
除
雪

車
道
除
雪

9乞

1。5

克
雪
型
住
宅
の
開
発
普
及

流
雪
溝
の
整
備

雪
機
械
の
配
置

共
同
で
使
用
で
き
る
小
型
除

共
同
無
雪
駐
車
場
の
設
置

情
報
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
天
気

劃
景
観
を
生
か
し
た
産
業
振
興

ス
キ
ー
場
の
開
発
や
雪
国
の

進雪
に
関
す
る
調
査
研
究
の
推
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会義一冒
口

告報

消
費
税
な
ど
を
審
議

十
一
月
十
八
日
第
六
回
町
議
会
臨

時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、
九
月
の
議
会
で
総
務
文

教
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
請
願

二
件
で
す
。
　
「
消
費
税
導
入
の
徹
回

に
関
す
る
請
願
」
と
「
旧
軍
人
軍
属

恩
給
欠
格
者
救
済
に
関
す
る
請
願
」

で
、
同
委
員
会
の
審
査
報
告
を
受
け

て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
「
旧
軍
人
恩
給
」
は

採
択
に
な
り
ま
し
た
が
、
「
消
費
税
」

は
、
採
択
し
な
い
こ
と
に
決
ま
り
ま

し
た
。

　
た
だ
ち
に
、
採
択
さ
れ
た
「
旧
軍

人
恩
給
」
は
、
議
長
名
で
内
閣
総
理

大
臣
ほ
か
関
係
閣
僚
あ
て
、
意
見
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

除雪機の取り扱いの説明を受ける除雪　　≡

オペレーター　（11．22）　　　　　　　　　　…
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箆
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漁
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．
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驚
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．
！
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◎
“
い
ら
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●
、
｝
●
、
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画
D
●
魂
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　　　国曝

県
　　　麺置

　　　　翻　　　鼎　⑱

礁
籔
翻
團

鱒
圃
羅
國

　
こ
と
し
も
、
雪
に
対
す
る
備
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
三
年
続
き
の
暖
冬
な
ど
望
め
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
少
し
で

も
穏
や
か
な
冬
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
十
一
月
二
十
九
日
道
路
除
雪
協
力

会
総
会
が
開
か
れ
、
道
路
の
除
雪
計

画
が
審
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
町
道

で
は
、
木
島
高
原
田
線
、
鶴
吉
部
落

内
線
、
野
口
原
田
線
、
中
仙
田
東
浦

二
号
線
の
四
路
線
、
お
よ
そ
一
キ
ロ

材
が
、
新
た
な
除
雪
路
線
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
路
線
ご
と
の
計
画
は
、

「
お
知
ら
せ
版
」
で
お
伝
え
し
ま
す
。

　
組
織
さ
れ
て
か
ら
一
二
年
目
を
迎
え

た
川
西
町
除
排
雪
共
同
企
業
体
（
代

表
吉
楽
土
建
）
に
、
町
内
全
路
線
の

除
排
雪
作
業
を
一
括
委
託
し
て
い
ま

す
。
各
人
が
路
上
駐
車
や
雪
を
路
面

へ
運
び
出
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
く

れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
同
企
業
体
は
、
次
の
十
社
で
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
（
順
不
同
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔦

福魚北村吉

署靴
材業店業建

井高押星羽
　橋川建木名鳥
建材建建建
　工
設業設設設

幹線道路の排雪（63，2）

「
：
ぜ
ひ
守
っ
て
く
だ
さ
い
…
…
」
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ま
す
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ま
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…
で
の
二
時
間
運
転
を
休
み
ま
す
。
…
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◆年末年始の交通事故防止◆

　
　
吻バイ

　
　
圏
フ
ドは

、
、
ノ

きちんと手を上げて横断する児童（4．9）

り、どっと疲労がたまる時期でもあります。

　当町では、ことしと去年の正月に、飲酒運
転の不祥事が起きています。安全運転で心の

シートベルトをしっかりと締め、飲酒運転な
ど断じてしないようにしましょう。

　12月は忘年会などが相次ぎ、ついお酒を飲
みすぎてしまいます。「ちょっと酔いがさめ
たから」とハンドルを握り、思わぬ事故に遭
うケースが少なくありません。また、年末年
始を控えて、どうしてもオーバーワークとな

神
経
を
マ
ヒ
さ
せ

速
度
感
を
鈍
ら
せ
る

　
酒
は
“
百
薬
の
長
”
な
ど
と
い
わ
れ
ま

す
が
、
飲
み
過
ぎ
れ
ば
ア
ル
コ
ー
ル
が
神

経
を
マ
ヒ
さ
せ
る
こ
と
は
だ
れ
で
も
知
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。

　
お
酒
好
き
な
方
は
、
す
ぐ
に
思
い
あ
た

る
で
し
ょ
う
が
、
酔
う
と
次
の
よ
う
な
状

態
に
陥
り
ま
す
。
●
注
意
力
が
散
漫
に
な

る
　
●
視
野
が
狭
く
な
り
、
動
い
て
い
る

も
の
が
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

　
あ
な
た
の
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
度
を
検
査

し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

次
の
表
で
点

数
を
計
算
し

て
下
の
四
つ

の
う
ち
ど
れ

に
当
て
は
ま

る
か
試
し
て

み
て
ぐ
だ
さ

い
。

　
こ
れ
は
、

アルコール依存症？

久
里
浜
式
ア
ル
コ
ー

ル
症
ス
ク
ー
リ
ン
グ

テ
ス
ト
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

●
反
応
動
作
が
鈍
く
な
る
…
…
。
こ
ん
な

状
態
で
ハ
ン
ド
ル
を
握
れ
ば
、
と
ん
で
も

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
い
て
い
の
人
が
勢
い
よ
く
ク
ル
マ
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に

乱
暴
な
運
転
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
が
快
い
気
分
に
さ
せ
、
ま
る
で
こ

の
世
が
自
分
中
心
に
動
い
て
い
る
よ
う
な

錯
覚
に
と
ら
わ
れ
て
、
気
持
ち
が
大
き
く

な
る
か
ら
で
す
。

　
恐
怖
感
が
な
く
な
り
大
胆
に
な
っ
て
、

カ
ー
ブ
や
坂
道
な
ど
危
険
な
と
こ
ろ
で
も

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
さ
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
し
か
も
、
速
度
感
が
鈍
く
な
り
、

平
気
で
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
ま
す
。
そ
の
う

ち
酔
い
が
ま
わ
っ
て
頭
が
も
う
ろ
う
と
し
、

睡
魔
に
襲
わ
れ
ま
す
。
こ
う
な
っ
た
ら
も

う
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
に
身
を
さ

ら
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
飲
酒
運
転
は
、
例
年
、
死
亡
事
故
原
因

の
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
と

し
こ
そ
、
違
反
や
事
故
の
な
い
年
末
年
始

を
過
ご
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

ロ
ノ
コ
　
ま
　
　
の
　
フ
マ
フ
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
フ
　
　
　
　
フ
ま
　
で
　
　
　
　
ま

3
t
3
t
乞
∩
い
乞
∩
い
2
。
巳
t
α
t
∩
い
t
巳
　
0
∩
い
巳
O
O
∩
い
0
0
0
0
0
0
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

る
い
ゑ
ゑ
ゑ
る
い
鶏
ゑ
る
い
る
い
　
曾
い
る
い
る
い
る
ら
な

像
像
像
像
像
儂
像
像
」
惚
な
　
餉
館
繧
惚
権
耀

酒が原因で人間関係にひびが入つたことがある。

今日だけは飲むまいと思つても、つい飲んでしまう

大酒飲みと非難されたことがある

つい酔いつぷれるまで飲んでしまう

前夜のことを思い出せないことがしばしばある

休日には朝から酒を飲む

二日酔いで仕事を休んだりしたことがときどきある

糖尿病、肝臓病、心臓病と診断されたことがある

酒がきれたときに、汗が出たり、手が震えたり、不

眠など苦しいことがある

商売やイ士事上の必要で飲む　｛灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほとんど

酒を飲まないと寝つけないことが多い

ほとんど毎日3合以上の晩しゃくをしている

酒のうえで警察のやっかいになったことがある

酔うといつも怒りっぽくなる

①マイナス　心配なし。今後もこのペースで

②プラス2未満危険性あり。とぎどき酒量のチェ、ソクを。

③プラス2以上おおいに問題あり。一歩まちがえると依存症。

　　　　　　　飲み方の再点検を。

④プラス6以上すでに”アルコール依存症．です。必ず、早

　　　　　　　めに治療を。
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十
日
町
税
務
署
長
優
秀
作

見
ま
わ
せ
ば
身
の
ま
わ
り
に
は

税
た
く
さ
ん
　
川
標
、
悔
清
美
さ
ん

彗麟醗強纈魑蟹轟翻窪

川西中が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　募　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　癒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　嗣　　　　　　　　　　　　　　　盤　　　　　　　　　　　　　な　　　　　　　　　　喪　　　　　　　撫
　　　　　難

　　　語標

　
十
一
月
七
日
川
西
中
学
校
で
「
税

に
関
す
る
中
学
生
の
標
語
」
の
入
賞

伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
郡
市
内
八
中
学
校
か
ら
一
、
〇
三
八

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

か
ら
川
西
中
の
小
林
さ
ん
が
税
務
署

長
優
秀
作
に
、
村
越
君
が
同
佳
作
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
時
に
、
町
租
税
教
育
懇
談
会
（
会

長
南
雲
町
長
）
の
入
選
六
人
と
佳
作

十
九
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。
　
ま
た
、

作
文
の
部
で
水
品
円
（
ま
ど
か
・
一

年
）
君
が
佳
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
入
選
作
品
と
氏
名
は
次
の
と
お
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
敬
称
略
）

〈
入
選
〉

公
共
の
た
め
と
な
る
税
我
が
家
か
ら

　
　
　
　
　
　
三
年
佐
藤
　
　
宏

税
金
は
明
る
い
未
来
の
保
障
金

　
　
　
　
　
　
二
年
清
水
和
幸

税
金
は
豊
か
な
く
ら
し
の
資
金
で
す

　
　
　
　
　
　
二
年
山
岸
　
　
正

税
金
は
社
会
の
ふ
く
し
み
ん
な
の
安
全

　
　
　
　
　
　
二
年
小
幡
祐
介

税
金
を
い
か
し
て
き
ず
こ
う
住
み
良

い
町
　
　
　
　
二
年
小
林
正
樹

税
金
で
み
ん
な
で
作
ろ
う
明
る
い
社
会

　
　
　
　
　
　
二
年
田
中
優
子

〈
佳
作
〉

二
年
数
藤
和
文
小
嶋
佳
代
大

海
和
徳
　
星
名
正
智
　
高
橋
準
一

清
水
葉
子
　
北
堀
文
子
　
戸
田
美
和

子
　
丸
山
琴
江
　
黒
嶋
美
雪

一
年
小
林
憲
一
増
田
雅
浩
羽

鳥
久
美
子
　
高
橋
ゆ
か
り
　
小
幡
絵

美
丸
山
佳
代
子
羽
鳥
由
美
押

木
昌
子
　
南
雲
真
紀

税務署長から表彰される小林さんと村越君（左）

十
日
町
税
務
署
長
佳
作

税
金
は
み
ん
な
の
安
全

守
る
た
め
　
川
確
娠
広
太
郎
君
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宴
会
で
酒
を
飲
み
た
ば
こ
を
吸

う
、
興
に
の
っ
て
大
声
で
歌
う
、

そ
し
て
翌
日
は
声
が
れ
…
も
年

末年

始
に
耳
鼻
科
を
訪
れ
る
人
に
よ

く
み
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
で
す
。

　
酒
、
た
ば
こ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独

で
も
声
世
轟
攣
る
隔
と
な
り

ま
す
。
こ
の
二
つ
が
一
緒
に
な
り
そ

の
う
え
に
大
声
を
だ
す
と
な
れ
ば
、

声
帯
に
と
っ
て
の
悪
条
件
が
す
べ
て

そ
ろ
っ
た
よ
う
な
も
の
。

こ
れ
を
ひ
ん
ぱ
ん
に
繰
り

返
し
て
い
る
と
、
の
ど
は

ポ
リ
ー
プ
や
結
節
が
で
き
、

し
ゃ
が
れ
声
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
酔
っ
払
っ
て
節
度
を
失

う
と
、
つ
い
大
声
を
は
り

あ
げ
が
ち
。
の
ど
と
声
を

守
る
た
め
に
は
、
ほ
ど
ほ

ど
の
お
酒
で
楽
し
く
歌
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
何
か
と
疲
れ
の

た
ま
り
や
す
い
年
末
年
始

は
、
か
ぜ
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
感
染
し
や
す
い
時

期
で
す
。
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
に
よ
っ
て
の
ど
に
炎
症

を
起
こ
す
ケ
ー
ス
も
増
え

ま
す
。

　
こ
の
予
防
に
は
、
保
温
と
水
分
補

給
が
効
果
的
で
す
。
ふ
だ
ん
よ
り
コ

ッ
プ
一
杯
分
多
く
水
を
飲
む
だ
け
で

も
ず
い
分
役
に
立
つ
と
い
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
試
し
を
。

　
の
ど
や
声
の
調
子
が
悪
い
時
は
、

あ
め
玉
を
な
め
る
と
い
う
昔
な
が
ら

の
方
法
も
、
一
時
的
に
は
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
倉
ブ
ナ
の
家
で
山
菜
ま
つ
り
（
5
・
7
）
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太
田
さ
ん

厚
生
大
臣
表
彰
を
受
賞

　
　
　
　
法
務
大
臣
表
彰
に
続
い
て
の
栄
誉

　
中
央
町
太
田
長
栄
さ
ん
が
、
厚
生

大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
ひ
十
一

月
二
十
二
日
東
京
霞
が
関
の
中
央
合

同
庁
舎
で
、
そ
の
表
彰
式
が
あ
り
ま

し
た
。

　
長
年
に
わ
た
る
援
護
活
動
、
と
く

に
、
戦
傷
病
者
の
福
祉
更
生
に
尽
く

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　
太
田
さ
ん
は
、
六
十
一
年
に
は
法

務
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
去
年
亡
く
な
ら
れ
た
ケ
ン
夫

人
は
、
五
十
七
年
に
厚
生
大
臣
表
彰

を
、
去
年
は
勲
六
等
瑞
宝
章
を
受
章

し
て
い
ま
す
。
ご
夫
婦
と
も
ど
も
重

ね
て
の
受
賞
は
、
県
内
で
も
、
ま
れ

に
み
る
栄
誉
で
あ
り
、
そ
の
功
績
は

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
職
歴
は
次
の
と
お
り
。
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北信越
高校駅伝

川
西
中
O
B
が
活
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
日
富
山
県
黒
部
市
で

開
か
れ
た
、
北
信
越
高
校
駅
伝
大
会

は
、
十
日
町
高
校
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
走
者
七
人
の
中
に
、
川
西
中
出
身

の
小
海
裕
君
（
木
島
、
久
雄
さ
ん
長

男
、
一
年
生
）
が
い
ま
す
。
彼
は
五

区
間
三
キ
ロ
を
走
り
ま
し
た
。

　
中
学
時
代
に
は
野
球
部
、
高
校
に

入
り
陸
上
を
始
め
た
そ
う
で
す
。
初

め
て
の
大
会
出
場
の
感
想
は
…
、
「
前

の
区
間
ま
で
に
か
な
り
離
れ
た
独
走

だ
っ
た
の
で
、
特
別
に
緊
張
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
自
分
の
ぺ
ー
ス
で
走
れ

ま
し
た
。
」
ま
た
、
次
の
目
標
は
…
、

「
今
年
は
走
れ
な
か
っ
た
県
大
会
に

来
年
は
ぜ
ひ
出
場
し
、
優
勝
で
き
れ

ば
…
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
ノ
　
乙

　
　
　
　
　
◎
移

　
　
　
　
　
　
ツ
罐

　
　
　
　
　
　
▽
　
話
つ

　
　
　
　
　
診
　
拘

…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
－
－
⑳

　
　
塩
辛

　
　
ワ
渡
辺
祐
志
さ
ん

　
　
り
　
　
春
美
さ
ん

　
　
　
　
　
（
十
日
町
市
か
ら
）

出
会
い
は
J
C
ス
ク
ー
ル

り
将
来
は
家
業
の
工
務
店
を
継
ぐ

つ
も
り
で
、
現
在
、
十
日
町
の
設
計

事
務
所
に
勤
め
て
い
ま
す
。
入
社
後
、

縮

灘

J
C
ス
ク
ー
ル
で
結
ば
れ
た

　
お
二
人
と
．
こ
家
族

J
C
（
青
年
会
議
所
）
ス
ク
ー
ル
に

参
加
し
て
、
彼
女
と
出
会
い
ま
し
た
。

リ
ス
ク
ー
ル
の
同
じ
グ
ル
ー
プ
の

中
に
ひ
と
き
わ
“
い
い
な
あ
”
と
思

う
彼
が
い
ま
し
た
。
後
で
開
か
れ
た

反
省
会
の
と
き
、
祐
志
さ
ん
に
モ
ー

シ
ョ
ン
を
か
け
ま
し
た
。

、

こ
く
自
然
に
お
嫁
入
り

ワ
お
互
い
若
い
の
で
大
切
な
友
達

で
通
し
ま
し
た
が
去
年
か
ら
結
婚
を

考
え
、
今
秋
十
月
に
挙
式
。
デ
ー
ト

の
わ
ず
ら
わ
し
さ
か
ら
解
放
さ
れ
ホ

ッ
ト
な
日
々
を
数
え
て
い
ま
す
。

り
結
婚
前
か
ら
、
し
ょ
つ
ち
ゅ
う

遊
び
に
来
て
い
た
の
で
、
そ
の
続
き

で
家
族
の
一
員
に
加
わ
っ
た
み
た
い

で
す
。
お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
と

て
も
開
け
た
、
楽
し
い
家
庭
で
す
。

普
通
の
青
春
カ
ッ
プ
ル

ワ
周
り
の
人
か
ら
“
こ
の
嫁
さ
ん

不
足
の
時
世
に
よ
く
ぞ
”
と
必
ず
い

わ
れ
ま
す
。
で
も
、
ご
く
自
然
の
青

春
だ
と
思
い
ま
す
。

り
彼
は
二
十
三
、
私
は
二
十
二
歳
。

同
級
生
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
独
身
で
す
。

で
も
、
彼
ら
も
い
づ
れ
は
結
婚
す
る

わ
け
で
す
し
、
憧
れ
て
い
た
ア
メ
リ

カ
西
海
岸
へ
新
婚
旅
行
に
行
け
た
し
、

早
婚
だ
と
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
い

ま
は
と
て
も
幸
せ
で
す
。
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柏
崎
日
記
・
プ
ロ
ロ
U
グ

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
金
　
子
　
幸

作

太
閤
（
た
い
こ
う
）
様
の
直
轄
領

　
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
の
正
月

に
、
上
杉
景
勝
が
越
後
か
ら
会
津
一

二
〇
万
石
へ
転
封
さ
れ
る
と
、
私
た

ち
の
町
は
豊
臣
秀
吉
の
直
轄
領
に
編

入
さ
れ
た
。
し
か
し
、
四
カ
月
後
に

は
、
越
後
北
ノ
庄
（
福
井
市
）
か
ら

春
日
山
城
に
入
っ
た
堀
秀
治
の
治
下

と
な
る
。
翌
四
年
に
、
堀
氏
に
反
抗

し
て
上
杉
遺
民
一
揆
（
い
っ
き
）
が

起
き
る
と
、
当
地
方
の
混
乱
は
十
一

カ
月
に
も
及
び
、
そ
の
さ
い
、
武
士

を
捨
て
て
田
代
や
大
倉
に
土
着
す
る

旧
家
臣
も
出
た
。
節
黒
城
主
で
あ
っ

た
上
野
家
成
は
、
こ
の
こ
ろ
、
関
ケ

原
の
敗
戦
で
米
沢
三
〇
万
石
に
減
封

さ
れ
た
景
勝
の
も
と
へ
走
っ
て
い
る
。

　
堀
氏
は
、
一
揆
を
鎮
圧
し
て
上
杉

色
を
根
絶
し
た
が
、
若
く
し
て
没
し

た
。
秀
治
の
子
忠
俊
は
、
春
日
山
城

か
ら
直
江
津
へ
移
っ
て
福
島
城
を
築

い
た
が
、
家
中
取
り
締
ま
り
に
不
行

き
届
き
が
あ
っ
て
改
易
さ
せ
ら
れ
る
。

そ
の
あ
と
に
、
徳
川
家
康
の
六
男
で

あ
る
松
平
忠
輝
が
入
部
し
て
高
田
城

を
築
く
が
、
し
だ
い
に
家
康
の
不
興

を
か
い
、
大
坂
夏
の
陣
に
遅
参
し
た

こ
と
を
理
由
に
こ
の
人
も
改
易
と
な

る
。

幕
領
・
高
田
領
・
会
津
領
に

　
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
に
幕
府

領
と
な
っ
た
が
、
実
際
に
は
上
州
大

胡
の
牧
野
、
信
州
飯
山
の
堀
、
信
州

松
代
の
真
田
の
諸
候
が
高
田
城
へ
勤

番
で
就
務
し
た
。
同
四
年
に
、
松
平

忠
昌
の
高
田
藩
領
と
な
っ
て
か
ら
は

福
島
正
則
の
川
中
島
藩
領
（
同
六
、

七
年
）
に
、
そ
の
後
は
ま
た
幕
府
領

　
（
同
八
年
）
に
と
め
ま
ぐ
る
し
く
混

交
し
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
に

松
平
光
長
の
高
田
藩
領
と
な
っ
た
。

　
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
に
ふ
た

た
び
幕
府
領
と
な
り
、
十
日
町
に
役

所
が
置
か
れ
た
が
、
川
西
地
方
は
領

地
が
複
雑
で
、
支
配
元
の
陣
屋
が
ど

こ
で
あ
っ
た
の
か
さ
だ
か
で
な
い
。

　
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
は
、

魚
沼
郡
内
の
幕
府
直
轄
領
が
す
べ
て

会
津
松
平
正
容
の
預
か
り
領
と
な
っ

た
。
こ
の
と
き
、
会
津
藩
の
元
陣
屋

は
小
千
谷
に
設
置
さ
れ
、
十
日
町
に

は
出
張
陣
屋
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
山
谷
組
の
誕
生

　
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
に
、
高

田
藩
主
の
松
平
定
賢
が
奥
州
自
河
（
福

島
県
白
河
市
）
へ
移
封
さ
れ
る
と
、

翌
二
年
に
山
谷
組
二
〇
力
村
が
編
成

さ
れ
た
。
上
杉
氏
の
統
治
以
来
、
二

百
五
十
年
間
も
手
を
取
り
合
っ
て
き

た
川
西
の
村
々
は
、
こ
の
年
か
ら
、

幕
府
の
意
の
ま
ま
に
分
離
統
治
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
山
谷
組
に
編
入
さ
れ
た
の
は
、
山

野
田
、
東
善
寺
、
水
口
沢
、
中
屋
敷

高
田
原
、
坪
山
、
鶴
吉
、
霜
条
、
伊

勢
平
治
、
上
野
、
祖
師
、
下
平
新
田
、

三
領
、
新
田
新
町
、
木
落
の
一
五
力

村
で
、
ほ
か
に
稲
葉
、
山
谷
、
小
泉
、

北
鐙
坂
、
南
鐙
坂
（
現
在
十
日
町
市
）

の
五
力
村
が
加
わ
っ
た
。
広
い
河
岸

段
丘
で
、
三
二
四
一
石
の
米
を
生
産

す
る
前
記
の
村
々
が
、
会
津
藩
の
統

治
を
離
れ
て
自
河
藩
の
新
領
に
加
え

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
白
河
領
か
ら
桑
名
領
へ

　
山
谷
組
二
〇
力
村
は
、
文
政
六
年

（
一
八
二
三
）
ま
で
の
七
十
一
年
間

を
白
河
領
と
し
て
支
配
さ
れ
た
。
こ

の
年
、
藩
主
の
松
平
定
永
が
伊
勢
桑

名
（
三
重
県
桑
名
市
）
へ
移
封
さ
れ

る
と
、
山
谷
組
二
〇
力
村
も
そ
の
ま

ま
桑
名
領
と
な
り
、
幕
末
の
動
乱
期

を
統
治
さ
れ
て
明
治
維
新
を
迎
え
た
。

山
谷
組
の
村
々
は
、
白
河
、
桑
名
藩

の
支
配
が
実
に
百
二
十
六
年
間
に
及

ん
だ
こ
と
に
な
る
。
越
後
の
桑
名
領

は
お
よ
そ
五
万
石
で
、
柏
崎
に
陣
屋

が
置
か
れ
、
藩
主
の
命
を
受
け
た
役

人
が
司
政
に
当
っ
た
。

　
文
人
、
渡
辺
平
太
夫

　
渡
辺
平
太
夫
は
、
三
石
三
人
扶
持

の
低
い
身
分
で
あ
っ
た
が
、
桑
名
藩

の
柏
崎
陣
屋
で
会
計
を
担
当
し
、
公

事
方
も
兼
務
し
て
強
盗
、
殺
人
や
牢

（
ろ
う
）
破
り
の
吟
味
に
も
当
た
っ

て
い
る
。
ま
れ
に
み
る
文
筆
家
で
、

役
所
や
家
庭
内
の
で
き
ご
と
は
も
ち

ろ
ん
、
領
内
へ
毛
見
に
出
歩
い
た
と

き
の
模
様
や
、
四
季
の
う
つ
ろ
い
、

在
家
の
う
わ
さ
話
に
至
る
ま
で
毎
日

欠
か
さ
ず
に
記
し
て
い
る
。
の
ち
に

「
柏
崎
日
記
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ

の
御
用
記
録
は
、
天
保
十
亥
の
年
（

一
八
三
九
）
八
月
六
日
か
ら
嘉
永
元

申
年
（
一
八
四
八
）
三
月
二
十
二
日

ま
で
の
十
年
間
に
記
し
た
圧
巻
で
、

上
・
中
・
下
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　
渡
辺
平
太
夫
は
三
代
に
及
ん
で
い

柏崎・大洲保育所前の陣屋跡碑

る
。
初
代
の
平
太
夫
（
政
通
）
は
白

河
藩
士
の
片
山
家
に
生
ま
れ
た
。

実
子
が
無
く
て
同
家
か
ら
お
い
の
勝

之
助
を
養
子
に
迎
え
て
二
代
目
平
太

夫
を
継
ぎ
、
同
人
の
没
後
は
、
次
男

の
真
吾
が
三
代
平
太
夫
を
名
乗
っ
た
。

柏
崎
日
記
と
桑
名
日
記

　
初
代
の
平
太
夫
は
、
孫
を
預
か
っ

て
桑
名
に
住
ん
だ
。
　
「
柏
崎
日
記
」

は
二
代
目
平
太
夫
が
、
柏
崎
で
の
様

子
を
養
父
の
も
と
に
知
ら
せ
る
こ
と

か
ら
書
き
始
め
た
よ
う
で
あ
る
。
わ

が
子
の
近
況
を
桑
名
で
読
ん
だ
父
は
、

そ
の
つ
ど
返
事
を
書
い
て
柏
崎
の
勝

之
助
の
も
と
へ
送
り
届
け
た
。
そ
の

日
記
風
な
、
父
の
返
事
を
ま
と
め
た

書
簡
が
ま
た
「
柏
崎
日
記
」
と
名
付

け
ら
れ
て
、
と
も
に
柏
崎
陣
屋
で
大

切
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。

　
「
柏
崎
日
記
」
の
中
に
、
山
谷
組

村
々
の
百
姓
衆
の
暮
ら
し
や
、
近
隣

村
々
の
様
子
を
詳
細
に
記
し
た
個
所

が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の
ど
の
部
分

に
目
を
と
お
し
て
も
、
当
時
の
世
相

や
村
人
た
ち
の
生
活
が
リ
ア
ル
に
う

か
ん
で
興
味
深
い
。
さ
な
が
ら
、
読

者
が
徳
川
時
代
の
川
西
に
生
き
て
い

る
よ
う
な
錯
覚
を
お
こ
さ
せ
て
く
れ

る
。
記
述
が
や
や
難
解
で
、
読
む
の

に
苦
し
む
方
も
お
ら
れ
る
よ
う
だ
が

役
人
の
立
場
か
ら
と
ら
え
た
、
こ
の

「
柏
崎
日
記
」
を
、
新
年
号
の
こ
の

欄
か
ら
数
回
に
分
け
て
紹
介
し
た
い
。
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さ
ノ
ん

戊
辰
（
ぼ
し
ん
）
の
年

与
野
市
南
雲

　
復
敬
　
先
日
は
、
　
「
広
報
か
わ
に

し
」
と
便
利
な
ふ
ろ
し
き
ま
で
い
た

だ
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
の
米
の
出
来
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
の
で
は
、
と

推
察
し
て
お
り
ま
す
。

　
母
方
の
祖
母
か
ら
聞
い
た
話
で
す

が
、
明
治
元
年
（
一
六
六
八
）
の
夏

が
今
年
の
よ
う
に
天
候
不
順
な
年
だ

吉
春
さ
ん

（
中
仙
田
出
身
）

っ
た
そ
う
で
す
。
ち
ょ
う
ど
長
岡
戦

争
の
あ
っ
た
年
で
、
十
七
夜
や
土
用

に
綿
入
れ
か
布
子
を
着
て
過
ご
し
た

と
い
い
ま
す
。
大
砲
の
音
が
す
る
と

雨
が
降
り
、
秋
に
は
稲
が
実
ら
ず
大

凶
作
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の

後
も
、
度
々
凶
作
も
あ
っ
た
が
、
あ

の
と
き
が
一
番
悪
か
っ
た
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
所
の
若
い
衆
が
、
千
手

へ
用
事
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

高
原
田
で
幕
府
兵
一
人
と
天
朝
方
三
、

四
人
の
侍
の
切
り
合
い
が
始
ま
り
、

若
い
衆
は
、
里
芋
畑
に
逃
げ
込
ん
で

震
え
な
が
ら
見
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

町
の
あ
ち
こ
ち
で
戦
闘
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

　
今
年
は
、
明
治
維
新
か
ら
ち
ょ
う

ど
百
二
十
年
。
六
十
年
に
一
回
あ
る

と
い
う
戌
辰
の
年
に
当
た
る
わ
け
で

す
。
戊
辰
の
年
に
は
天
変
地
異
が
あ

る
と
い
う
中
国
の
伝
承
も
、
今
年
の

気
象
が
明
治
元
年
当
時
と
似
て
い
る

点
、
あ
な
が
ち
迷
信
と
ば
か
り
も
い

え
な
い
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

　
金
子
幸
作
氏
の
「
川
西
人
国
記
」

は
私
な
ど
の
知
ら
な
い
話
が
多
く
て

興
昧
深
く
拝
見
し
ま
し
た
。
先
人
た

ち
の
事
柄
を
、
善
は
善
、
悪
は
悪
と

し
て
、
歴
史
的
事
実
を
書
き
残
す
こ

と
は
、
次
代
を
培
う
環
境
作
り
の
一

翼
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
　
「
温
故
知

新
」
論
語
の
成
文
も
当
を
得
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
冷
夏
多
雨
の
明
治
元
年
秋
は
、
晴

れ
て
寒
く
、
雪
が
早
か
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
風
邪
な
ど
ひ
か
な
い
よ

う
ご
用
心
く
だ
さ
い
。
　
　
不
備
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灯油の取り扱いに注意

火事の原因は

慣れからくる油断

　
「
灯
油
の
扱
い
は
毎
年
の
こ
と
だ

か
ら
慣
れ
て
い
る
」
と
思
っ
て
い
て

も
、
そ
の
慣
れ
か
ら
く
る
油
断
か
ら

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
火
災
を
引
き

起
こ
す
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
去
年
全
国
で
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
が

原
因
の
火
災
が
千
六
百
九
十
五
件
も

あ
り
ま
し
た
。
正
し
い
取
り
扱
い
を

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

　
「
水
と
油
」
と
い
う
言
葉
の
と
お

り
、
灯
油
は
水
よ
り
も
軽
く
、
両
者

が
溶
け
合
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
灯
油
が
燃
え
上
っ
た
と
し
て
も

水
は
禁
物
で
す
。
水
は
火
を
消
す
ど

こ
ろ
か
、
灯
油
を
四
方
に
広
げ
て
、

火
災
を
大
き
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。

灯
油
を
使
う
と
き
は
、
万
一
に
備
え

て
消
火
器
具
を
す
ぐ
使
え
る
場
所
に

置
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

11月15日発

お
金
の
い
ら
な
い

健

康

八
王
子
市
松

　
謹
啓
　
い
つ
も
「
広
報
か
わ
に
し
」

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
八
王
子
も
裏

山
の
紅
葉
が
美
し
い
眺
め
で
す
。
故

郷
の
地
も
朝
晩
寒
く
な
っ
た
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
風
邪
を
引
き
ま
せ
ん
よ

う
に
自
分
の
体
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

お
金
の
い
ら
な
い
健
康
法
で
す
か
ら

皆
様
が
た
実
行
な
さ
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
朝
床
の
中
で
、
ま
た
夜
お
休
み
の

と
き
に
、
あ
お
向
け
に
寝
た
姿
勢
で

腹
式
深
呼
吸
を
や
る
健
康
法
で
す
。

仕
事
の
合
間
で
も
結
構
で
す
。

　
ま
ず
、
肩
の
力
を
抜
い
て
ゆ
っ
く

り
と
鼻
か
ら
息
を
十
分
に
吸
い
ま
す
。

吸
っ
た
息
を
へ
そ
の
と
こ
ろ
へ
ぐ
つ

と
ふ
く
ら
ま
せ
ま
す
。
吸
っ
た
息
の

二
倍
、
ゆ
っ
く
り
口
か
ら
吐
き
ま
す

こ
れ
を
二
十
回
繰
り
返
し
ま
す
。
毎

日
や
り
ま
す
。

　
腹
式
深
呼
吸
は
、
自
律
神
経
と
運

動
神
経
が
働
い
て
、
横
隔
膜
の
上
下

に
あ
る
心
臓
、
肺
、
胃
、
腸
、
肝
臓

去
、
、
ノ
引

浦
サ
ク
さ
ん

　
　
　
（
中
仙
田
出
身
）

な
ど
の
臓
器
に
対
す
る
マ
ッ
サ
ー
ジ

作
用
の
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
ぜ
ん
そ
く
の
発
作
が
い
つ
の
ま
に

か
な
お
っ
た
。
胃
が
丈
夫
に
な
っ
た
。

血
圧
が
下
が
っ
た
。
腰
痛
が
楽
に
な

っ
た
。
夜
よ
く
眠
れ
る
。
め
ま
い
が

し
な
く
な
っ
た
な
ど
と
聞
き
ま
す
。

深
呼
吸
に
よ
っ
て
全
身
の
血
行
が
よ

く
な
れ
ば
、
脳
の
働
き
も
活
発
に
な

り
、
自
律
神
経
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

は
か
り
、
全
身
の
健
康
を
高
め
る
の

で
す
。
ど
う
ぞ
、
あ
き
ず
に
続
け
て

く
だ
さ
い
。
一
カ
月
以
上
実
行
す
る

と
、
ず
ー
っ
と
や
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
の
で
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
人
は
こ
の
世
に
楽
し
む
た
め
に
生

ま
れ
て
来
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
病
気

な
ど
寄
せ
つ
け
な
い
体
を
自
分
で
つ

く
り
な
が
ら
、
百
人
一
首
で
も
朗
々

と
吟
ず
る
よ
う
な
気
持
ち
で
体
力
を

つ
け
た
い
も
の
で
す
。
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公給領収証を

必ず受け取りましょう！

公給領収証の交付・受領

　　強調月間

＿63．12．10～64．　1．9一一

　料理店などの経営者が、みな

さんから税金を受け取ったしる

しとしてお渡しするのがr公給

領収証」です。

　また、公給領収証はみなさん

からいただいた税金が、正しく

県に納められたかどうかのあか

しとなる大切な役割をもってい

ます。

十日町財務事務所間税課
魯57－5511（内205）

事
故
多
発
地
点
に
標
柱
設
置

自動車事故の

　　　　重度障害者に

　介護料支給
次のような状態の方
・自力で動けない。

・自分で食事がとれない。

●目で認識できない。

・失禁状態にある。

・意昧のある発言不可能。

介護料
1日　3，800円（自宅で家族が
　　介護している場合1，900円）

　詳しくは、役場福祉係か、下記
へおたずねください。

⑳⑦㊦、

〒951
　新潟市本町通7－1153
　日本信販新潟ビル内
　　自動車事故対策センター

　新潟主管支所
　　麿0252－23－2135

暖

護〆麓の椥らへ
）

《
、
1
2
月 20日灰）午前8時半～正午匹

・
．

1高原田の全部・伊勢平治、霜、，

－
条
の各県道沿い。上野の一部。1

、魎継騨綿鞠繍制、，…．

心配ごと相談

12月11日（日）・・…橘コミセンター

　18日（日）・…・克雪センター

　25日（日）…・・総合センター

1月8日（日）・・…　上野コミセンター

時間は、午後1時～3時です。

r一一…移動交通事故相談一…一・
謄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　1月9日（月）　　　　i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

i十日町市役所　　　　　　　　i

i受付は、午前10時～午後2時　i
■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

●9ロ■■96■ロ■91■93■gr■匿燗■■露馴■馴D■■■■0■■0■馳0■，■9釦9■■■9■■9■■6■DロD●■9■90■ロ■旧■D■口■■一ロ■DO■ロ9■■ロ■膨■晒ロ■一“■鵬■■6■■彫OI隔ロ隔ロ’9■D■瞬■■■■■9ロ■■■燗■一．■■60■ロ
ロ9ロ■●■■90■■9■9⊂■劇■ロDロ匿■■0■ロ■■0■■■馴，ロロ■一ロ彫0ロ臼贈ロ■ロ■．一■噂6■■9一■9．晒一■』一〇ロ90，■■■■■”■■ロー■隔ロ9■』ロ■一〇■・ロDロ■D■9■』ロ9－1■b一■90■

（
1
月
号
は
川
西
中
学
校
で
す
）

3年江口　洋君

　4年

灘

江ロ良太君　　2年　中村光宏君

　　　　　　　羅

1年なかむらまさゆきくん

5
年
桐
生
千
恵
さ
ん

噂

く
白
倉
小
学
校
丁
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こ
ん
な
と
き

こ
ん
な
年
金

　
先
月
号
で
は
、
老
齢
年
金
の
支
給
額
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
障
害
者
年
金
と
遺
族
年
金
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

病
気
や
け
が
で

　
障
害
者
と
な
っ
た
と
き

　
　
「
↓
障
害
者
基
礎
年
金

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
間
に
、

病
気
や
け
が
で
障
害
者
と
な
っ
た
方

は
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
初
め
て
医
者
に
診
て
も
ら
っ
た

日
か
ら
一
年
六
カ
月
経
っ
て
、
法
律

で
定
め
る
障
害
に
あ
て
は
ま
る
状
態

で
あ
る
と
き
。

　
②
病
気
や
け
が
を
す
る
前
の
期
間

中
の
三
分
の
二
以
上
分
の
保
険
料
を

納
め
て
い
る
か
、
最
近
の
一
年
間
に

未
納
金
が
な
け
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
額
（
年
額
）

　
　
一
級
七
八
四
、
O
O
O
円

　
　
二
級
六
二
七
、
二
〇
〇
円

　
　
子
が
い
る
場
合
は
、
子
の
数
に

　
　
応
じ
て
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
一
家
の
大
黒
柱
を

　
　
　
　
失
っ
た
と
き

　
　
　
「
遺
族
基
礎
年
金

　
夫
か
母
が
死
亡
し
、
そ
の
前
日
ま

巨
餉
暫
囚
“
騒
岡
匹
騒
脚
贈
“
鷺
”
髄
四
肋
縫
餉
』
門
恥
匹
脚
髄
“
騎
”
髄
隔
駒
脚
』
囚
駒
区
凶
』
【
脚
巨
餉
』
既
脚
』
劉
駒
F

出思
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

教
育
費
に

㈱
吉
楽
土
建
（
吉
楽
正
雄
社
長
、
神

　
神
町
）
　
　
　
　
　
　
三
百
万
円

　
社
会
福
祉
に

西
野
美
枝
（
練
馬
区
）
　
　
一
万
円

押
木
栄
吉
（
田
戸
）

　
車
い
す
一
台
（
九
万
円
相
当
）

で
の
期
間
の
三
分
の
二
以
上
の
期
間
、

保
険
料
を
納
め
て
い
る
か
、
死
亡
前

一
年
間
に
未
納
が
な
け
れ
ば
、
次
の

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
死
亡
し
た
夫
に
生
計
を
維
持
さ

れ
て
い
た
十
八
歳
未
満
（
障
害
の
あ

る
二
十
歳
未
満
）
の
子
が
い
る
妻

　
②
死
亡
し
た
父
が
母
に
生
計
を
維

持
さ
れ
て
い
た
十
八
歳
未
満
（
障
害

の
あ
る
二
十
歳
未
満
）
の
子

遺
族
基
礎
年
金
額
（
年
額
）

　
①
妻
（
子
一
人
の
場
合
）

　
　
　
　
　
八
一
五
、
三
〇
〇
円

　
②
子
（
一
人
の
場
合
）

　
　
　
　
　
六
二
七
、
二
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
表
参
照
）

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額

給
　
　
　
　
　
　
　
　
給

支
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

妻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

遺族基礎年金額別表

基　本額 加算額 合　　計
子が1人いる妻 627，200円 188，100円 815，300円

子が2人いる妻 627，200円 376，200円 1，003，400円

子が3人いる妻 627，200円 438，900円 1，066，100円

基本額 加算額 合　計 1人当りの額

1人のとき 627，200円 ｝ 627，200円 627，200円

2人のとき 627，200円 188，100円 815，300円 407，700円

3人のとき 627，200円 250，800円 878，000円 292，700円

広
報
発
行
に

数
藤
和
義
（
荒
川
区
）

川
崎
保
一
（
厚
木
市
）

一
万
円

一
万
円

　
　
健
康
フ
ア
ミ
リ
ー

野
菜
、
手
づ
く
り
、
旬
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
武
文
さ
ん
6萄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ト
子
さ
ん
働

　
町
の
国
保
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
　
　
〈
サ
ト
子
さ
ん
〉
子
供
の
こ
ろ
「
お

の
中
で
、
昨
年
度
の
一
年
間
に
医
者
や
し
ら
ず
」
を
抜
き
に
歯
医
者
に
行

に
一
度
も
か
か
ら
な
か
っ
た
世
帯
が
　
っ
た
く
ら
い
で
す
。

八
世
帯
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
世
帯
の
中
で
、
岩
瀬
の
小
川

さ
ん
ご
夫
婦
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
岩
瀬
は

“
健
康
づ
く
り
モ
デ
ル
集
落
”
に
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
最
近
病
院
に
行
っ
た
の
は
い
つ
ご

ろ
で
す
か
…

〈
武
文
さ
ん
〉
十
五
年
前
に
事
故
で

七
十
五
日
ほ
ど
入
院
し
ま
し
た
。

◎
健
康
管
理
で
一
番
気
を
つ
け
て
い

る
こ
と
は
…

食
べ
物
に
注
意
し
て
い
ま
す
。
野

菜
類
を
多
く
、
加
工
食
品
は
ほ
と
ん

ど
食
べ
ず
手
づ
く
り
に
心
が
け
て
い

ま
す
。
な
ん
で
も
自
分
で
作
り
、
旬

の
も
の
を
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
　
肉
体
労
働
者
は
、
あ
る
程
度
の
塩

分
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
毎
日
を

忙
し
く
働
く
こ
と
が
健
康
に
つ
な
が

っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

◎
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
は
…

鹸
墾
鷺
類
が
苦
手
で
麗

〈
サ
ト
子
さ
ん
〉
好
き
讐
は
ま
つ
幽

た
く
あ
り
ま
せ
ん
．
　
　
囎

◎
薬
は
飲
み
ま
す
か
．
．
．
　
魁

み
欝
雛
蘇
鷺
綴
騒

ぜ
を
ひ
い
て
飲
む
く
ら
い
で
す
・
螺
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骸
潤轡
き
き
・
き
蕪

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
ゆ
つ
た
ろ
つ
栄
　
一

根
津
裕
太
郎
　
　
　
長
男
原
田

　
　
　
　
　
ロ
レ
ナ

　
　
　
ゆ
う
き
荘
　
一

片
桐
　
裕
貴
　
　
　
二
男
木
落

　
　
　
　
　
美
佐
子

上
村
糠
正
彦
二
男
上
野

　
　
　
　
　
美
佐
子

柳
襲
蜘
恵
讐
女
東
善
寺

　
　
　
だ
い
し
　
工

和
久
井
大
博
子
長
男
木
落

　
　
　
だ
い
き
　
智

星
名
大
貴
　
　
　
長
男
上

　
　
　
　
　
清
　
江

　
　
　
ひ
ろ
や
一
郎

中
川
広
也
　
　
　
二
男
仁

　
　
　
　
　
ひ
と
み

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

ノ　へ　　　　ノヘ　　　ハ

村片池黒吉蔵
山桐田嶋田品

久義早正和廣
子仁苗巳子行

（
響
俊
補

霜
条

十
日
町
市
か
ら

高
原
田

十
日
町
市
か
ら

小
白
倉

伊
友
か
ら

木
落

三
島
町
か
ら

野田

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

駝醐齢獣漿螺
　　　　　　　定
ノス義ケ正喜ミー芳勝和
イイ弘ン好一ネ郎雄好枝

9190908279797365505045
ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ
ミ義毅重本本本本本　龍
サ　　　　　　　　勇
オ雄一正人人人人人吉））　）　））　）　）　））））
赤伊高鶴三中東寺下沖田
谷友倉吉領鰭尾翫戸

小
わ
琶

　
　
　
畔
壇

　
太
田
白
南
風
選

中
仙
田
　
蒼
仙
　
子

取
入
れ
も
囲
い
も
終
り
冬
籠
る

新
米
の
礼
の
新
巻
送
り
来
し

　
　
　
　
　
　
小
脇
佐
藤
　
信
一

一
隅
に
冷
え
溜
り
た
る
冬
座
敷

菊
焚
き
て
山
に
雪
釆
し
話
な
ど

立
冬
や
羽
音
静
か
に
虻
の
寄
る

　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

桐
囲
う
桐
の
太
さ
を
は
か
り
つ
つ

必
ず
や
あ
る
小
春
日
を
逃
す
ま
じ

　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
　
　
律

流
れ
ゆ
く
雲
の
速
さ
よ
大
根
干
す

北
窓
の
し
か
と
塞
が
れ
冬
構

　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

飛
び
跳
ね
て
傘
に
は
げ
し
く
初
霰

山
茶
花
の
花
に
日
の
あ
る
小
春
か
な

　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

寺
の
鐘
遠
く
鳴
り
た
る
秋
の
暮

大
岩
に
か
ら
み
て
蔦
の
紅
葉
か
な

　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
濤

会
釈
し
て
落
葉
焚
く
輪
に
入
り
に
け
り

雪
の
上
の
鯛
跳
ね
て
い
る
魚
市
場

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤
壮
一

短
日
や
間
を
み
て
学
ぶ
漢
点
字

日
の
恵
み
短
か
き
秋
と
思
い
住
む

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

　
　
　
　
　
東
京
都
　
山
形
　
頼
太

大
根
を
干
し
た
る
里
に
バ
ス
を
降
り

　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

信
濃
路
は
た
わ
わ
に
実
る
柿
多
し

　
　
　
　
　
　
原
田
　
池
竹
　
ヨ
シ

弥
彦
宮
金
銀
白
と
菊
に
賞

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

黄
葉
舞
う
て
銀
香
並
木
や
甲
州
路

　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

木
枯
に
思
い
せ
か
る
・
冬
囲
い

　
　
　
　
　
　
新
町
　
井
川
　
　
亘

冬
囲
い
終
り
て
来
た
る
庭
の
雪

　
　
　
　
　
　
新
町
　
万
　
　
　
柿

霜
月
の
肌
に
感
ず
る
夜
寒
か
な

手
を
染
め
て
ず
い
き
の
皮
を
剥
き
に
け
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
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新
年
俳
句
募
集

　
　
　
　
　
12
月
2
5
日
必
着

　
　
　
，
φ
②

…
、
φ
め
湾
遜
・

　
　
　
『
～
③
ノ

㎜＊
題
　
書
初
、
葉
牡
丹
、
新
年

　
雑
詠

　
＊
は
が
き
一
枚
に
五
旬
以
内

＊
町
内
名
、
氏
名
明
記
（
雅
号
の

　
人
は
本
名
も
）

＊
役
場
内
「
文
書
広
報
係
」
か

　
中
央
町
「
太
田
自
南
風
」
あ
て

＊
入
賞
者
に
は
粗
品
呈
上

繭

％

．
も

○
ヒ
マ
ワ
リ
の
T
シ
ャ
ツ
眩
し
少
女
行
く

　
い
さ
か

○
謝
い
て
悔
の
残
り
し
萩
の
道

○
建
前
の
振
舞
酒
や
菊
日
和

　
う
な
だ
れ
し
萩
の
重
さ
や
夜
の
雨

　
　
　
　
　
　
所
沢
市
　
池
上
マ
サ
子

○
遠
峰
の
薄
雲
を
置
き
お
茶
の
花

○
我
が
命
主
治
医
に
託
し
冬
に
入
る

　
点
滴
の
窓
を
か
す
め
て
冬
の
鳥

　
黄
落
を
肩
に
通
院
旅
ご
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

○
木
枯
や
潮
の
流
る
・
海
の
色

　
横
浜
へ
師
走
の
電
車
並
び
ゆ
く

　
句
碑
と
な
る
石
に
冬
日
の
や
わ
ら
か
し

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
江
口
み
ゆ
き

○
総
会
の
村
人
の
皆
着
ぶ
く
れ
て

一圃休日救急医
12月”日第二藤巻医院　（上野）　i　l2月31日富田医院　（神明町）

　　　　　　魯68－2018　i　　　　　　　魯52－3269
　18日至誠堂医院　（西浦町）　i　1月1日至誠堂医院　（西浦町）

　　　　　　　　　　ロ　　　　　　魯52－3276　i　　　　　　費52－3276
　25日中条病院（中条）　i　　2日大島医院（川原町）
　　　　　　魯57－3018i　　　　　魯52－2957
　　　　　　　　　　じ　29日池田医院（本町西）　i　　3日山口医院（下条）
　　　　　　魯52－2581　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　費55－2003

　　　　　　　　　　　　30日山口医院（袋町中）　i　　8日千手診療所（中央町）
　　　　　　魯52－2174　1　　　　　　　魯68－2034

大
倉
の
中
条
さ
ん
ら

　
　
　
　
　
四
氏
に

　
本
紙
の
創
刊
以
来
ず
っ
と
続
い
て

い
る
「
か
わ
に
し
俳
壇
」
も
、
熱
心

な
投
稿
者
の
お
か
げ
で
、
ま
す
ま
す

充
実
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

こ
と
し
か
ら
「
奨
励
賞
」
を
設
け
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
と
し
一
年
間
一
回
も
休
ま
ず
ご

…
投
稿
く
だ
さ
っ
た
次
の
四
氏
が
、
受

㎜
賞
者
と
決
ま
り
ま
し
た
。

奨
励
賞

　
こ
の
賞
は
、
今
後
も
続
け
て
ゆ
く

つ
も
り
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
投
稿

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

奨
励
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
）

　
水
品
律
（
三
領
）

　
佐
藤
信
一
（
小
脇
）

　
中
条
　
石
平
（
大
倉
）

　
金
子
桂
吉
（
伊
勢
原
市
）

　　　　　　　、童

ρ1　　；

＼＿〆


